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実践論文

１．はじめに
　小・中学校における理科学習に言語活動を取り入れる
試みが実践的に進められている。主な試みは，学習者が
話し合ったり，発表したり，観察記録文を書いたりする
活動であり，学習過程の中に位置づけられた授業実践１）

が積み重ねられてきている。その際，以下３点で問題が
生じている。
　①　学習者の表現内容の質が十分でない。
　②　学習者相互の協働性がなかなか高まらない。
　③　 言語活動そのものに参加できない学習者が少なか

らず存在している。
　こうした実践上の問題点は，「言語活動を支える言語
力の育成」が極めて重要であり，理科学習カリキュラム
の中に「言語力」を育成することを目的とした学習活動
を位置づけていかなければならないことにある。また，
教科としての国語科学習で身につけられた「言語力」を
活用する場として，理科学習を結んでいかなければなら
ないことをも示唆している。
　この「言語力」の中でも「科学的語彙の習得」に焦点
を当て，その実態調査と育成方法の開発に取り組んでき
た。ここでは，「科学的語彙」を，「学校での理科学習で
必要となる語彙と子どもたちが生きてゆく上で必要とな
る理科的な語彙または学習語彙」として定義する。
　本研究では，科学的語彙獲得の場として，学校の授業
ではなく，家庭生活の場を新たに開拓することを目指し
た。これは，日常生活の中で様々な情報に出会う場面を
効果的な語彙学習の場として成立させることで，学校で

の学習基盤となる科学的語彙の形成を実現できるのでは
ないか，という仮説に基づいている。
　また，語彙の習得が，対人的コミュニケーションを通
して行われる方が効果的である２）ことから，家庭生活の
中で，科学的情報に触れて，コミュニケーションが生じ
るような親子関係の構築が必要であると判断した。すな
わち，親子で科学的情報に触れる機会を創出することで，
日常的な家庭生活において，自然に科学的語彙に触れる
ことのできる親子関係の構築をサポートできるのではな
いかと考えた。
　このような考えに基づき，「親子で理科が好きになる
語彙検定」の実施を企画した。
　本報では，こうした取り組みの中で親子がどのような
コミュニケーションをしているのかという点について検
証を加えるとともに，こうした取り組みを通して「科学
的語彙」が習得されているのかどうか，という点にも検
討を加えることとする。

２．大学院協働実践研究プロジェクト３）

　福井大学大学院教育学研究科教科教育専攻の基幹科目
として設定された「協働実践研究プロジェクト」では，
大学院担当教員と大学院生が，10プロジェクトのうち，
いずれか１つにかかわり，教科の枠を超えた協働実践を
２年間にわたり実施している。このうちの１つとして，「読
解リテラシー」プロジェクトがある。本プロジェクトは，
教科教育（国語科教育）担当教員，教科専門（化学，生
物学，地学）担当教員および教職専門（教師教育）担当
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　平成23～ 24年度大学院教育学研究科「協働実践研究プロジェクト（PISA型読解リテラシー分野）」に
おいて，科学的語彙の習得を促進する「理科的学習語彙検定」を開発し，その実践を行ったので報告する。
児童にとって家庭での保護者との会話は，科学的語彙を獲得する上で重要な場面である。今回著者らは，
家庭での科学的語彙の習得と活用を促進するきっかけを一般に紹介する手段の一つとして，「理科的学習
語彙検定」方式を開発し実践した。実践の場として，受講者を一般公募する福井大学公開講座等を選択し，
「親子で理科が好きになる語彙検定」と題して３会場で計６回実施した。これら複数回の実施を通じて得た
アンケート調査の結果と検定受験中に録音した会話を分析し，小学生とその保護者の科学的語彙の活用状
況と本検定を通じた語彙の獲得状況，更には，家庭での科学的語彙の獲得の可能性について考察した。
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教員の計５名の協働により開講されている。対象は，修
士課程１，２年生（教育職員免許取得プログラム３年生を
含む）であり，例年５名程度の院生が履修している。本
プロジェクトでは，これまでに，「PISA型読解リテラ
シー」の研究，「理科学習に必要なメタ的学習語彙集」
の作成４）と活用，「理科に関する非連続テキストの読解
に関する調査」５）等について，主に国語領域の院生とと
もに協働実践研究を行ってきた。

３　開発過程と方法
　平成23年度から，前述のコンセプトに基づき，協働
実践研究プロジェクトを活用し開発を進めた。
　問題は，読解リテラシー担当教員とその受講者で分担
して作成した。高学年の部は，様式①～④の設問をそれ
ぞれ５問，５問，２問，２問で構成し，全14問で実施した。
なお，例題１～４は，それぞれ問４，問９，問10，問13に
相当する。
　出題全体を通じて，内容および使用する漢字は，子ど
もにとっては難解であっても保護者にとって問題ないと
考えられるものであれば，そのまま使用することとした。
なぜなら，その出題内容・難解な漢字を題材とした親子
間の会話が新たに生じることが期待されるからである。
このことは，小学生とその保護者間の家庭における会話
を通じた科学的語彙獲得の促進という本調査の目的と合
致する。
３－１　形式
　科学的語彙獲得の場として，学校の授業に加えて，家
庭生活の場を新たに開拓することの重要性を調査しかつ
新奇科学的語彙獲得手法を普及する手段として，「検定」
の形式を採用した。実際には，大学等の会場で小学生と
その保護者のペアで語彙検定に参加してもらい，家庭生
活の場で科学的語彙を獲得あるいは活用する場面を提案
することを試みた。
３－２　対象者
　設問で取り上げる語彙を選定するため，検定対象を
①小学校３，４年生とその保護者（以降，中学年と略記），
および②小学校５，６年生とその保護者（以降，高学年と
略記）に二分割した。その際，学校での理科および国語
学習状況と，家庭生活において期待される，情報メディ
アからの科学的語彙獲得状況を加味した。
３－３　設問の様式
　小学生とその保護者（主として，親子）で取り組むこ
とを前提として，科学的語彙や国語学習に関連する語彙
を単独あるいは合科的に取り上げることとし，親子間の
会話を促進させる問題形式の開発を目指した。設問様式
の充実を図るため，以下４種類：① 該当する語彙を選択
する様式，② 語彙を集めて比較する様式，③ 語彙に該
当する内容を選択する様式，④ 映像を見てその映像の
科学的な意味を説明する様式を考案し，これらを複数個
組み合わせることにより１回分の検定とした。以下に，

高学年を対象としたそれぞれの事例を示す。
①　該当する語彙を選択する様式の例

例題１　夏の雨の季語はどれでしょうか。
　　（ア） 花の雨　　（イ） 通り雨
　　（ウ） 月の雨　　（エ） 寒の雨

②　語彙を集めて比較する様式の例

例題２　雨が降る様子を、擬音語を使って表現しま
しょう。書けるだけ書き出してみてください。書き出
したら、雨の勢い強い順に並べてみてください。

③　語彙に該当する内容を選択する様式の例

例題３　オーロラについて説明した文章で、正しいも
のを１つ選んでください。

（ア） オーロラは、地球だけで起こる現象で、他の惑
星では発生しない。

（イ） オーロラは、寒い夜、空気中の水蒸気に街の光
が反射して起こる現象である。

（ウ） オーロラの色は、空気中の酸素や窒素の量で変
わる。

（エ）オーロラは、明治時代には、福井県でも見られた。

④　映像の科学的な意味を説明する様式の例

例題４　映像問題１

　これからシャボン玉を飛ばしている２つの映像が出
てきます。映像を見て，次の問に答えてください。
(1) ２つの映像をくらべて，その違いを言葉で表現して
ください。

(2) なぜ，そのような違いが生じたのか，理科の言葉で
説明してください。

図１　 映像問題1の切り出し写真。左：フラスコにお湯を入れ
た場合，右：氷水を入れた場合。

　小学校理科の教科書を参考とし，無音声問題として作
成した。対象学年により問題が難しいと予想される場合
は，映像中にヒントとなる情報を文字情報として提供し
た。中学年用では１題，高学年用では２題作成しチャレ
ンジしてもらった。１題目は共通問題として実施し，中
学年向けには，映像中にヒントとなる文字情報を一部挿
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入した。図１は，例題４の映像から画像を切り出した一
部である。これまで述べてきた通り，小学生とその保護
者の家庭での会話を通じて，科学的語彙を獲得してもら
うことを目的としているため，対象となる小学生の学習
段階では内容的に少し難しいと感じる内容を選択した。
３－４　語彙検定の実践事例
　これまでに，平成23年度地域貢献事業「福井大学き
てみてフェア2011」６）会場（10月22日(土)開催），平成
24年度福井大学公開講座７）福井大学会場（７月７日(土)開
催）および平成24年度福井大学出張公開講座８）大野市有
終東小学校会場（11月18日(日)開催，大野市教育委員会
後援）の３会場で開催した。

図２　平成24年度公開講座の募集チラシ６）

　参加者募集については，大学開催の場合は，福井大学
総務部総務課社会連携係（福井大学地域貢献推進セン
ターの事務を所掌）を通じて，大野市で開催した際は，
会場校である大野市有終東小学校を通じて行った。募集
チラシの一例を図２に示した。各回，４～８組の参加があ
り，図３にまとめた。
　いずれの会場でも午前中に中学年の部を，午後から高
学年の部を開催し，合計６回語彙検定を開催した。各回
のおおよその開催日程は次のとおりであり，実施風景を
図４に示した。
　説明（意義と実施方法） 10分
　保護者と会話しながらの検定 60分
　（開始40分後位から進捗を見て映像問題を開始）
　問題の解説(演示実験での解説を含む) 25分

　表彰式 15分

平成23年10月20日　きてみてフェア
　中学年の部　４組　　高学年の部　４組
平成24年7月7日　　公開講座
　中学年の部　８組　　高学年の部　８組
平成24年11月18日　出張公開講座
　中学年の部　６組　　高学年の部　８組

図３　各回の参加組数

図４　平成24年度実施風景 上：福井大，下：大野市

３－５　検定の解答・解説
　毎回検定終了後に，各問題作成者を中心に解説を行っ
た。例えば，平成24年度公開講座で行った以下に示す
例題５では，解説に演示実験を組み込み，親子で科学的
語彙を楽しみながら活用し，学べる機会とした(図５)。

例題５　身の回りの物には固体・液体・気体という三
つの状態があります。次の４つの説明のうち、まちがっ
ている説明を１つ選んで下さい。
（ア）水は固体になると、水に浮かぶ。
（イ）空気中の酸素は液体になると、青い色になる。
（ウ）二酸化炭素は液体になると、炭酸水になる。
（エ）水は気体になると、ものを燃やせる。

図５　 例題５の解説風景（ガスバーナーで加熱した水蒸気で紙
が燃えることの演示実験）

　平成23年度は，「福井大学きてみてフェア2011」の合
同イベントに出展したため，参加者からの情報は入手で


















